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This paper, first, discuss about how the Aural Japanese Course should be designed in 
the second language class at the college. 
Learners who have got grammatical knowledge can make sentences in Japanese, 
though they feel difficult to communicate with native Japanese speakers. Teacher 
should support them to get communicative competence (include social, cultural 
competence). Finding discourse rules help learners to understand communication. 
Secondly, this paper report ‘Watching Japanese’ Project. In this project, learners 
watch Japanese communication itself on their real life, and teacher support learners. 
Through the class activity, learners analyze communication by themselves and try to 
find their rules. This project also has possibility of working as group counseling. 
 
 
はじめに 
 
留学生を受け入れる大学は、様々な形での支援体制を整えるべく努力している。その中
では、留学生対象の日本語科目も支援の一環として位置付けられている。日本語を専攻と
する学部、学科を除いて、大学における日本語科目は、日本語を研究対象として学ぶこと
よりも、むしろ、留学生が日本語によるコミュニケーション行動を円滑におこなえるよう、
これを支援することが期待されている。 
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留学生として必要なコミュニケーション行動には、学業習得のためのスタディ・スキル
と、対人関係におけるコミュニケーション行動があるが、これらを半年程度の科目として
カリキュラムに組み込むことが効果的である。（横田 1992） 
埼玉女子短期大学では、1 年生が履修できる日本語科目を、週に 2 コマ設置している。
そのうち１コマは、「日本語文章」で、スタディ・スキルの支援として、文章を読むこと
と、書くことに重点をおいている。もう１コマは「日本語口語」で、対人関係におけるコ
ミュニケーション行動のための支援として、話すこと、きくことに、重点をおいている。 
本稿では、まず、大学の日本語科目において話しことばとコミュニケーション行動をど
う扱うかを論じ、次に、具体的な授業の方法を提案する。 
 
 
１ 留学生に対するはなしことば教育  
 
１－１ 文法からコミュニケーションへ 
 
留学生が入学後すぐに直面するのは、大学という新しい環境の中で、どうふるまうかと
いう問題である。教室で隣に座った人と、話すべきか、今は話すべきではないか、話すと
したらどう切り出すか、切り出されるのを待つべきか。どんなことを話題にするべきか、
するべきではないか。先生は「わからなかったら、きいてください」と言うが、今、きく
べきか、それとも、後にするべきなのか。 
現実のコミュニケーション行動は、言語の文法能力だけで遂行できるものではない。従
って、文法外のコミュニケーションの問題を、語学教育から排除することはできない。（ネ
ウストプニー 1995） 
文法以外のルールに敏感な者は、少ない語彙や、文法知識を巧みに用いて、コミュニケ
ーションを円滑に進めることができるであろう。一方で、学習期間が長くなるにつれて、
文法の知識はあるが、現実の「会話」の際、うまく話せないと悩む学習者が少なくない。
このような留学生を支援するために、コミュニケーション行動のルール、社会的、文化的
要素に積極的に言及することが、日本語教育には欠かせない。 
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１－２ 文から談話へ 
 
大学入学後の留学生と日本語で話す時、次のような特徴がみられる。 
 
例１ 単語の羅列によって意思を伝えようとする 
学生：先生、プリント 
教師：あ、はい、じゃ、これ（プリントを渡す） 
 
例２ 叙述的な 1文によって意思を伝えようとする 
学生：先生、私はプリントがありません。 
教師：あ、はい、じゃ、これ（プリントを渡す） 
 
例３ 文末の表現を変えることで、丁寧に話そうとする 
学生：先生、私に、プリントをくださいませんか。 
教師：あ、はい、じゃ、これ（プリントを渡す） 
 
例１は子供っぽい、あるいは失礼な感じ、例２と例３は、「外国人の日本語」という印
象を受ける。例３では敬意を表す表現が使われているが、丁寧すぎてかえって失礼と受け
取られる場合もあろう。 
成人の日本語第一言語話者（以下Ｌ1 話者と称す）の会話のやりとりには、次のような
例がみられる。 
 
例４ 
学生：＜先生＞あの、＜プリントが、＞    ＜＞は省略可能 
教師：あ、足りない？ 
学生：はい 
教師：じゃ、これ（プリントを渡す） 
 
例４では、話し手が文を完結させることなく、聞き手が続きを引き取って話すことで、
コミュニケーションが成立している。例１の「プリント」という言い方と、例 4 の「プリ
ントが」とでは、受け手の印象は異なる。「～てくださいませんか」のような表現を使っ
てはいないが、「あの」と「はい」の言い方が丁寧であれば、敬意も感じられる。 
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また、例４で＜＞内のことばを省略しても、丁寧さのレベルが下がることはない。むし
ろ、相手の行為のミス（プリントの不足）を言明しないことで丁寧さの程度が上がったと
もいえる。日本語を談話の単位でみるとき、文レベルではとらえきれない、コミュニケー
ションのルールの存在が確認できるのである。（宇佐美 2001） 
このような談話レベルのルールについて学ぶことは、コミュニケーション行動を円滑に
するために重要である。 
 
１－３ 既習者の問題点 
 
例４では、特殊な単語や表現が使われているわけではない。にもかかわらず、大学入学
後の留学生で、例４のような話し方をする者が少ないのは、なぜだろうか。 
ひとつには第一言語の影響があげられる。学習者の第一言語において、より丁寧な表現
で文を終わらせることに高い価値があるならば、学習者は、日本語においても例３のよう
な表現を価値の高いものとみなして、これを選択するであろう。（水谷 2001） 
加えて、入学前に留学生の受けてきた日本語教育が、多くの場合、構造シラバス、オー
ディオ・リンガル法を中心に構成されているコースであることを挙げたい。 
構造シラバス、及びオーディオ・リンガル法が、実際のコミュニケーション行動の過程
に、あまり配慮していないという指摘は以前からなされてきた。（田中 1988 ネウストプ
ニー 1995）しかし、2001年、2002年に埼玉女子短大に入学した留学生の受けてきた日
本語教育は、構造シラバス、オーディオ・リンガル法が主流であった。 
このようなコースでは、「会話練習」は、その課の文法項目の習得を確認する手段にな
っている。「会話練習」の前に、導入、ドリルで習得した「文」を使って「会話」をする
のであるから、例 2や例 3のような「会話」の練習がおこなわれて、次の課へと進む。 
例２も例 3 も、とりあえず「プリントをもらう」ことには成功しているので、学習者は
実際の場面でもおなじような話し方をするであろう。 
これとは別に、タスク達成型の「会話の授業」を試みている場合もある。しかし、この
タイプも、授業方法によって「何を学ぶか」は違ってくる。タスクの達成だけに重点をお
いている場合、「何を言ったか」と「何ができたか」に焦点があてられていて、「どのよ
うに伝えあったか」を重視することが少ないのではないか。第 2 言語として日本語を学ん
だ学習者同士が、既習の語彙、文法を使って伝え合う「教室内のタスク」で、タスクの達
－194－ 
留学生向け日本語科目における学習者支援の試み 
成だけを目標にしていては、例４のような談話の展開を習得することなく授業が終わって
も、何の問題も発見されない。しかし、一歩教室を出ると、そこには「教室内」とは明ら
かに異なる「現実」のコミュニケーションが、学習者を待ち受けているのである。 
特に優れた言語コミュニケーション能力をもつ者を除いて、学習者は、現実のコミュニ
ケーションの過程で互いに違和感や不快感をもったとしても、その原因を自分の日本語能
力、特に語彙や文法知識の不足に求めることが多い。前述のような談話展開の不自然さや、
社会的文化的要素が原因であることに気付かないか、気付いたとしても、適切な指導を受
ける機会がなければ、学習者はそれらを無視せざるを得ないだろう。 
予備教育の現状が前述のようなものである以上、留学生に対する日本語科目においては、
入学後できるだけ早い時期に、「どのように伝えあうか」を学ぶ機会を提供する必要があ
る。 
注）大学付属の留学生センターなど、予備教育でも、談話の展開や社会的文化的要素について積極的に指
導しているところもある。（農工大留学生センター 1999） 
 
１－４ 「教える」から「学ぶ」へ 
 
現実に起きているコミュニケーションをどのように切り取ってきても、それは断片にす
ぎないし、断片を並べても、教室の外で起きることを全て再現できるわけではない。 
「会話」は「話者間の相互行為」であり、現実の「会話」は、話し手と聞き手の関係性
やコンテクストに依存している（茂呂 1997）から、教科書に用意された例文のように進
むとは限らない。学習者一人一人の日常の体験を、教師が全て共有することはできない。
このような限界を自覚しつつ、教師はどのような授業を学習者に提供できるだろうか。 
認知心理学の学習観は、学習者が既有の知識を使いながら、どのような過程で、どのよ
うな表象を作り上げるのかを最も重要視する。（市川 1995） 
これを日本語の「会話」の授業に当てはめてみると、教師があらかじめ「正しい」日本
語を規定して、それを提示するのではなく、学習者は既にもっている知識、体験をもとに
自ら学んでいく、教師はその「学び」を支援する、という授業方法が考えられる。 
日本語教育においても、学習者中心主義の教授法の流れは既にあった。（田中・斉藤 
1993）しかし、予備教育での現状は、１－３に述べた通りである。 
また、大学の日本語科目でも、学習者中心の「学び」は実践されている。（山田 1996、
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細川 1999）ただ、これらの試みでは、学習者の表現行動は、インタビューや意見交換が
中心となる。 
教室で意見を述べることのできた学習者が、日常の会話で同じように意見を述べると、
例６のようになることがある。 
 
例５（教室での意見交換 学生 A、B、は留学生） 
学生 A：畳の部屋はどうですか。 
学生 B：畳の部屋は良くないと思います。 
学生 A：どうしてですか。 
学生 B：体が痛くて、よく寝られないからです。 
学生 A：そうですか。私は、良い面もあると思います。 
 
例６（旅行の計画で 友人は日本語Ｌ１話者） 
友人 C ：せっかくだから、旅館に泊まろうよ。（パンフレットを見せる） 
学生 B ：畳の部屋は良くないと思います。 
友人 C ：えっ、どうして、 
学生 B ：体が痛くて、よく寝られないからです。 
友人 C ：あ、そう。 
 
例７（旅行の計画で） 
友人 C：せっかくだから、旅館に泊まろうよ。（パンフレットを見せる） 
学生 B：あっ、畳の部屋 
友人 C：えっ、あ、もしかして、苦手 
学生 B：うん、ごめん。 
友人 C： あ、いいよ、いいよ、 
 
ディスカッションと、日常の「会話」の違いを知った上で、学生が、例６のような表現
スタイルを選択するのであれば、それはその学生のコミュニケーション・スタイルであっ
て、教師にそれを無理やり変える権限はない。しかし、例６で、「良くないと思います。」
と断言された友人が不快感をもつ可能性はないか、また、例７との違いは何か、などにつ
いて、学習者が「気づく」機会を、教師は作る必要があるのではないか。 
「まず身の回りの生活の日常的な事柄から観察し、そこに自分なりの解釈を施すことによ
って、自分自身にとっての「日本」を探してみよう、という方法」（細川 1999 p.125）
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は、既成の知識の集約を「教え込む」のではなく、学習者自身の体験から学ぶという点か
ら支持できる。 
そこで、「日本」を「日本語」に置き換え、自分の周囲で話されている日本語を観察す
ることから始める、という方法を試みた。それが、2001 年度、2002 年度春学期日本語コ
ースの「日本語観察」という授業である。 
 
 
２ 「日本語観察」という授業の方法 
 
２－１ 授業の目的 
 
日本語の話しことば、特に談話の構造に焦点をあて、同時に音声的要素、社会言語学的
要素も扱うことにより、学習者の日本語コミュニケーション行動への理解と実践を支援す
る。 
 
２－２ 授業の概要 
 
Ａ 社会的文化的要素について 
・テーマについて観察結果を報告し合い、気付いたことを記録する 
 
Ｂ 談話の構造について 
・学習者は指示文を読み、２名がロール・プレイをおこなう 
・教師は、２名のやり取りを板書することにより、可視化する 
・ロール・プレイ担当者は、どのような思考過程を経て発話したかを述べる 
・ロール・プレイ担当者は、やり取りを通じて、どう感じたかを述べる 
・他の学習者は、やり取りを観察して、気付いたことを述べる 
 （発言内容は、談話構造に関するものに限定しない） 
・教室外での観察経験を含めて話し合う 
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２－３ 学習の評価 
 
提出物 日本語観察記録 授業中に書いて提出する 
 
レポート 「日本語観察レポート」 
 日本語の話しことばを観察し、分析した上で、１人以上の日本語Ｌ１話者に、
意見をきき、自分の分析と比較して考察することを課す 
 
２－４ 教師の役割 
 
学習者中心の教室では、教師は支援者であることを自覚するべきである。問題提起、発
言の整理、場の雰囲気作りなどが主な役割となる。 
「日本語観察」の授業では、学習者の発言や、ロール・プレイの結果を、教室の参加者
全体で共有できるように配慮し、感じ方、考え方の多様性を肯定する。また、学習者の第
一言語との比較を試みるが、言語表現は異なるものの「敬意」を表すという点では同じで
はないか、というように、共通点を見出すように努める。 
尚、観察したことを報告しあっている時には、教師も一参加者という立場で発言する。
これは、現実のコミュニケーション行動の多様性を限定、或いは否定しないため、また、
学習者の経験や価値観を否定しないために必要なことであると考える。 
 
２－５ 授業の実例 
 
春学期（前期）３回目の授業 2002年 4月 25日  
授業参加者 中国籍 １２名 韓国籍 ３名 
 
この回のテーマは「スモール・トーク」と「情報のやり取り」であった。 
「スモール・トーク」では、日常生活でどんな話題が観察されたかを報告、自国での経
験とも比較した。男性と女性では、話題に差がみられること、それは日本だけでなく、母
国でも同様の経験があることが学生から報告された。 
この後、「情報のやり取り」のロール・プレイに移った。 
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１）指示文→友人の名前が掲示板に貼ってあった  
 
２）学生２名によるロール・プレイ 
S１：掲示板に名前がありましたよ。見に行ったほうがいいよ。 
S２：はい、わかりました。ありがとうございました。 
 
３）S１、Ｓ２による自己分析 
学生が発言をためらったので、教師は「ありましたよ」と「いいよ」の差について質問
した。Ｓ１は、「まだそんなに親しくないので、どうしようか迷った。」旨を述べた。 
すると、Ｓ２は、「心のなかではていねいすぎると思ったが、相手がていねいだったか
ら自分もていねいな表現を使った」旨を述べた。ここで、相手との関係、状況とコード・
スイッチングについて話し合った。 
 
４）Ｓ１、Ｓ２以外の学生の感想 
文末の「よ」が強すぎるのではないか 
「よ」は男ことばではないか 
ここで、「よ」のバリエーションについて話し合った。学生からいくつか例が出た後で、
教師はメールにおける絵文字について提示した。「いいよ」という表現をメールで相手に
伝える場合、音声を伴わないことによる誤解を避けるため、文末に絵文字をつけることが
あるのではないか、という問いかけに対し、複数の学生から、自分も日本語のメールで既
に使用した経験があるとの答えがあった。 
 
５）学生から次のような発言があった。 
日本人の「ねぇ」が使えない 
日本人じゃないくせにと感じて、使えない 
日本語学校で１級の勉強ばかりしていた 
これに対して教師は、「日本人じゃないくせに」という感情について更に説明を求め、
他の学生も参加して話し合った。 
 
６）教師から指示文１についての談話例を提示した。 
Ｓ：あっ ねぇ 掲示版に名前あったけど 
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S：あ ほんと ありがとぅ 
S:うん、 
ここで、談話の構造と「あっ」や「ねぇ」「けど」などの役割について話し合った。 
注）記録は、授業直後に筆者が板書を写しながら書いたメモをもとに再現したものである。 
 
 
３ 授業の成果と課題 
 
３－１ コミュニケーション行動への理解 
 
授業の実例にみられるように、学習者は一つの談話例をきっかけに、次々と疑問や、感
じたことを発言した。「観察」したことを述べるという方法では、第三者のことを話して
もよく、自分のしたことを語らずともよいのだが、学習者は自分のことをよく語った。ま
た、第三者について語るときも、電車の中での会話や、アルバイト先での出来事など、自
分の経験に基づく、多様なコミュニケーション行動が語られた。そして、男女差、年齢差、
人間関係、場面、といった社会的要素の分析が学習者自身によっておこなわれたのである。 
また、レポートにおいては、学習者が自ら選んだ日本語の表現を分析しただけでなく、
身近な他者に意見を求めた上で考察するという過程を体験した。 
これらの活動を通じて、学習者と教師はともに、コミュニケーション行動への理解を深
めることができたと考える。 
それでは、学習者のコミュニケーション行動に変化はみられただろうか。確かに変化の
みられる学生もいる。しかし、その変化が、「観察」という授業の成果によるものだと断
言することはできない。学習者は教室外で現実のコミュニケーション行動に常に接してお
り、その影響を測定することは不可能だからである。とはいえ、変化を記録し、授業との
関連性を記述するための方法を検討することは、今後の課題である。 
 
３－２ 留学生支援としての教室 
 
はじめに述べたように、大学の日本語科目には、留学生の大学生活を支援するという目
的がある。 
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「日本語観察」の授業は、異文化の中で緊張を強いられている留学生を心理的に開放し、
ときにはカウンセリングの役割を果たしたようである。 
授業最終日に実施したアンケートの中に、次のような回答があった。 
 
・みんなは一緒にいろいろな日本のことを言って、情報交換をしました 
・人数が少ないから、みんなとしゃべることができる 
・先生と友達とのコミュニケーションができて面白かったです 
・話をすることが上手になりました。間違ってもはずかしくなくなりました 
・自分の意見を自由に話せるのが面白かったです 
 
この結果をみる限り、学習者はリラックスして授業に参加し、教室内でのコミュニケー
ション行動を楽しんだようである。 
「日本語観察」という方法は、教室を留学生の心理的支援の場にする可能性をもつ。 
授業例にみられるように、学習者は、日本語で話すときの疑問や悩みを積極的に述べて
いる。発言に対して、他の学習者は、同じ留学生の立場で共感したり、時には異を唱えた
りする。教師もまた、一参加者としての私見を述べたり、日本語教師として過去に出会っ
た留学生の例を提示したりする。更に、必要なら、授業後、個別に相談にのることもでき
る。 
だが、このような教室活動の場合、学習者が話したくない個人的な事情等に、教師や他
の学習者がそれと気付かずふみこんでしまう危険性もある。（土屋・土屋 1997）その危
険性を回避するために、「日本語観察」では、「第三者の話として語る」という方法を学
習者が選択できるようにしているが、留学生が「自分について語る」ことに関しては、繊
細な配慮が必要である。 
 
３－３ 学習者の学習観と教師の学習観 
 
学習者の学習観と教師の学習観が常に一致するとは限らない。「日本語観察」という方
法は学習者中心主義の立場をとるが、このことが学習者に理解されない場合、学習者の反
発を招くおそれがある。また、学習者同士にも学習観の違いは存在するため、教室活動が
うまくいかないこともあるだろう。学習観の違いを無視しては、学習の成果も期待できな
いのである。（岡崎・岡崎 1999） 
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教師は、学習者の学習観について知る必要がある。前述の授業例は、3 回目の授業であ
り、この時点で学習観の相違は表面化していないが、それは、学習者の内面に存在してい
たのである。アンケートで「（授業が）面白かった」と肯定的なコメントをした学習者が、 
「文法の勉強をしたい」と回答している。このことに対して、教師はコースの早い時期
に対応すべきであった。 
学習観の相違と、授業の進め方については、今後の重要な課題である。 
 
 
おわりに 
 
これまでみてきたように、「日本語観察」という方法は、留学生支援の一環としての日
本語科目の目的に対して、一定の成果をあげたといえる。今後は、この方法を更に改善す
べく、積極的に授業を公開し、議論の対象とする必要があるだろう。 
また、学内外の各方面と協力して、実際の社会的行動を授業に取り入れることを検討し
たい。例えば、学内では、書類の申請や、図書館の利用など、入学後のガイダンスで説明
があるものの、もう一度確認したいことがらについて、日本語科目の中で取り上げること
が考えられる。学外では、2002年度秋学期に高麗川小学校訪問が実現したが、今後も地域
との関わりの中での活動を、継続的に、留学生に提供していきたい。 
これらは、学習者の強い動機付けとなると同時に、留学生を受け入れる学内外関係者と
の相互理解の助けにもなるであろう。 
最後に、本稿で提案してきた「学習者中心」の「コミュニケーション行動に配慮した」
授業が、予備教育の場でも実施されることを、筆者は希望する。その結果、大学に入学し
た留学生のニーズが変われば、日本語科目の内容も変わることになるが、留学生のために
は、日本語学習のできるだけ早い段階で、「日本語観察」のような授業を取り入れること
が望ましいのではないだろうか。 
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